
１．市区町村

２．計画対象期間

～

３．対象市区町村における有機農業の現状と５年後に目指す目標
ア　有機農業の現状

イ　５年後に目指す目標

４．取組内容
ア　有機農業の生産段階の推進の取組

イ　有機農業で生産された農産物の流通、加工、消費等の取組

１　新規有機農業者の育成
　有機農業に興味のある人に対する、研修会や就農に向けた情報提供などサポートを行うことで、有機農業者
の増加、取り組み面積の増加を図る。

２　栽培技術
　異常気象への対応や安定生産に向けた指標の充実を図るための有機農業（柿・梅・キウイ）の栽培暦への更
新並びに有機栽培時に活用すべき天候周期確認システムの構築や安定生産のための新たな有機資材の導
入等についての検討を行うことで、有機農業者の増加、取り組み面積の増加を図る。

１　新たな販路への取組
　有機農産物の学校給食での利用を推進、ふるさと納税などでの利用に向けた協議を行うことで有機農産物
の流通・消費拡大を図る。

２　広報の実施
　日本オーガニック会議等へ参加することで、かつらぎ町の有機農業を広く周知し、有機農産物の流通・消費
拡大を図る。

３　調査の実施
　先進地視察を通じて新たな技術の学習や新たな流通・加工・消費の形を研究することで、産地の育成を図
る。
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和歌山県伊都郡かつらぎ町

  かつらぎ町は、和歌山県の北東部、伊都郡の西部に位置し、町の中心部を東西に紀の川が流れ、南北に丘
陵地帯が広がる温暖で恵まれた気候条件を生かし、年間を通して様々な品目の果樹栽培が行われる総合果
樹産地として発展してきた。主に柿、もも、すももなどの落葉果樹を基幹作物とした農業生産が行われている。
また、観光農園の開設は都市と農村との交流に一翼を担っている。
 有機農業については、面積は少ないが取り組まれており、主に梅、柿、キウイの落葉果樹の生産が行われて
いる。
　また、かつらぎ町有機栽培実践グループや紀ノ川農協キウイフルーツ部会有機部会など栽培者の組織も作
られ、新規就農者支援や有機JAS取得支援、販路支援を行い、果樹の有機農業を進める土台が築かれてい
る。
　一方で本町の農業は、農業者の高齢化・担い手の減少や耕作放棄地の増加の課題に直面している。
　将来不足する労働力を確保するために、どのような方法が良いのか？農業者の意見を取り入れ、よりよい方
策を検討しておくことが必要。
　また、労働力の確保と併せて、将来の担い手を育成していくことにも取り組む必要がある。
　有機農業においても、生産については、労働力の不足、流通・加工については、加工品がないこと、消費に
ついては、学校給食などの新たな消費先が必要なことなどの課題がある。そこで、課題解決に向けて、労働力
の確保対策、有機農業の研修会や新たな消費者の確保の取組について協議を行っていく。また、本町の有機
農業の取り組み面積は少ないが、持続可能な食料生産を進めていくためには、将来的に需要の見込める取組
であることから、取り組み面積や取り組み者を増やしていくことが、本町の農業振興につながる。

有機農業に取り組む面積や取り組む農業者の増加。

・面積　　 Ｒ4　728ａ　 　⇒　　Ｒ10　828ａ
・農業者　Ｒ4　 12名　　⇒　　Ｒ10　 13名

令和６年度 令和10年度
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５．取組の推進体制
ア　実施体制図

イ　関係者の役割

６．資金計画

別紙　年次計画のとおり

７．本事業以外の関連事業の概要

８．みどりの食料システム法に基づく有機農業の推進方針について

９．その他（達成状況の評価、取組の周知等）

別紙体制図のとおり

・行政機関：有機農業実施計画の遂行に必要な事務、支援
・有機農業者：労働力の受入れ、就農支援、既存販路の維持強化
・有機農産物を取り扱う事業者：労働力・就農、農産物の流通の強化
・オーガニックビレッジ推進事務局：労働力、有機農業の普及、就農支援、学校給食、販売について関係機関
と連携

環境保全型農業直接支払制度への取り組みを推進することで、有機農業の安定生産を図る。
また、農地の利用集積を進めることで、耕作放棄地の増加を抑制すると共に、新規就農者育成総合対策など
を活用し、新規就農者の育成に努める。

和歌山県、かつらぎ町、有機農業者、有機農産物を取り扱う事業者、オーガニックビレッジ推進事務局のそれ
ぞれが連携して、本計画に沿って推進する。

・達成状況の評価
　　・農業者の増加や面積の増加を令和11年度に調査する。
・取組の周知
　　・かつらぎ町内ではHPやSNS等のメディアと有機農業に関わるイベント参加による周知



５　資金計画

予算合計 ¥16,551,150 予算合計 ¥9,734,000 予算合計 ¥8,534,000 予算合計 ¥7,934,000 予算合計 ¥8,054,000

ア　有機農業の生産段階の推進の取組 ア　有機農業の生産段階の推進の取組 ア　有機農業の生産段階の推進の取組 ア　有機農業の生産段階の推進の取組 ア　有機農業の生産段階の推進の取組
合計 ¥5,317,150 合計 ¥0 合計 ¥0 合計 ¥0 合計 ¥0

イ　有機農業で生産された農産物の流通、 イ　有機農業で生産された農産物の流通、 イ　有機農業で生産された農産物の流通、 イ　有機農業で生産された農産物の流通、 イ　有機農業で生産された農産物の流通、
　　 加工、消費等の取組み 　　 加工、消費等の取組み 　　 加工、消費等の取組み 　　 加工、消費等の取組み 　　 加工、消費等の取組み
合計 ¥1,945,580 合計 ¥0 合計 ¥0 合計 ¥0 合計 ¥0

ウ　その他事業 ウ　その他事業 ウ　その他事業 ウ　その他事業 ウ　その他事業
¥11,234,000 ¥9,734,000 ¥8,534,000 ¥7,934,000 ¥8,054,000

内訳 内訳 内訳 内訳 内訳
環境保全型農業直接支払制度補助金 ¥1,184,000 環境保全型農業直接支払制度補助金 ¥1,184,000 環境保全型農業直接支払制度補助金 ¥1,184,000 環境保全型農業直接支払制度補助金 ¥1,184,000 環境保全型農業直接支払制度補助金 ¥1,304,000
農業次世代人材投資資金 ¥3,300,000 農業次世代人材投資資金 ¥1,800,000 農業次世代人材投資資金 ¥600,000
経営開始資金 ¥6,750,000 経営開始資金 ¥6,750,000 経営開始資金 ¥6,750,000 経営開始資金 ¥6,750,000 経営開始資金 ¥6,750,000

３の取組内容に対応した年度ごとに記載してください

区分

令和9年度令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度



かつらぎ町有機農業推進事業実施体制図

    連携 委託

連携

連携 連携

連携

連携

連携

連携

消費 移住 支援

購入 就農

かつらぎ町

オーガニックビレッジ

推進事務局

有機農家 企業（JA、販売事業者、有機資材製造者）

加工事業者

ア-1 新規有機農業者の育成

ア-2 栽培技術

イ-1 新たな販路への取組

ア-2 栽培技術

イ-1 新たな販路への取組

ア-1 新規有機農業者の育成 イ-2 広報の実施

イ-3 調査の実施

イ-3 調査の実施

ア-1 新規有機農業者の育成

イ-2 広報の実施

ア-1 新規有機農業者の育成

ア-2 栽培技術

消費者

（学校、町民、

事業者）

農林水産省 和歌山県

推進体制

移住希望者

新規就農者
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